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談話室

　

東
京
に
方
言
は
な
い
、
と
い
う
意
識
が
東
京
・
首
都
圏
出
身
者
に
は
強
い
。
確
か
に
か
つ
て
色
濃
く
見
ら
れ
た
江
戸
語
の
流
れ
を
継
ぐ
東

京
中
心
部
の
こ
と
ば
や
、
関
東
方
言
的
な
多
摩
地
域
の
こ
と
ば
は
話
し
手
が
減
少
し
、
一
九
八
〇
年
代
頃
ま
で
に
共
通
語
化
に
よ
っ
て
多
く

の
特
徴
を
失
っ
た
。
し
か
し
日
常
生
活
の
く
だ
け
た
場
面
で
は
、
例
え
ば
「
ア
チ
ー
（
暑
い
）」「
～
ち
ゃ
っ
た
」「
～
じ
ゃ
ん
」「
で
か
い
」

な
ど
関
東
方
言
や
周
辺
地
域
の
方
言
に
由
来
す
る
特
徴
が
ま
ま
聞
か
れ
る
。
近
年
で
は
こ
の
よ
う
な
く
だ
け
た
、
時
に
俗
な
ス
タ
イ
ル
の
首

都
圏
の
こ
と
ば
が
「
く
だ
け
た
共
通
語
」「
共
通
語
の
俗
語
」
と
し
て
全
国
の
若
年
層
の
話
し
こ
と
ば
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

実
際
の
と
こ
ろ
、
東
京
・
首
都
圏
の
こ
と
ば
の
地
域
差
の
現
状
・
動
態
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
把
握
す
る
た
め

に
、
今
回
、W

eb

に
よ
る
地
理
的
言
語
分
布
調
査
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
の
一
例
を
図
一
・
図
二
に
示
す
。

　

図
は
首
都
圏
一
〇
〇
エ
リ
ア
（
南
関
東
一
都
三
県
全
域
と
北
関
東
の
主
要
市
域
を
分
割
）
で
そ
の
エ
リ
ア
内
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
七
九
六

名
を
対
象
に
「
キ
ナ
イ
（
来
な
い
）」
と
い
う
言
い
方
を
す
る
か
尋
ね
た
結
果
で
あ
る
。
調
査
は
二
〇
一
九
年
一
二
月
にW

eb

調
査
会
社
に

委
託
し
て
実
施
し
た
。
あ
ら
か
じ
め
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
質
問
に
よ
っ
て
当
該
エ
リ
ア
で
生
ま
れ
育
っ
た
回
答
者
を
選
び
出
し
、
該
当
者
に

W
eb

上
で
回
答
を
求
め
た
。
現
代
で
は
生
育
歴
以
外
の
個
人
差
も
大
き
い
の
で
、
本
調
査
で
は
一
エ
リ
ア
四
名
か
ら
回
答
を
得
た
。

　

共
通
語
お
よ
び
多
く
の
方
言
で
「
来
る
」
の
否
定
形
は
「
コ
ナ
イ
」（
西
日
本
で
は
コ
ン
等
）
だ
が
、
東
京
都
心
と
神
奈
川
県
を
除
く
関

東
地
方
で
は
「
キ
ナ
イ
」
が
広
く
用
い
ら
れ
て
き
た
。「
キ
ナ
イ
」
は
一
段
活
用
の
否
定
形
へ
の
類
推
変
化
と
し
て
生
じ
た
も
の
と
さ
れ
る
。

今
回
の
調
査
で
「
キ
ナ
イ
」
の
分
布
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

図
一
は
六
〇
歳
以
上
（
平
均
六
六
・
三
歳
、
一
九
五
三
年
生
ま
れ
）＝
シ
ニ
ア
層
、
図
二
は
四
〇
、五
〇
歳
代
（
平
均
四
八
・
五
歳
、

首
都
圏
の
こ
と
ば
の
地
理
的
分
布
と
動
向
を
探
る

三
井
は
る
み
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一
九
七
一
年
生
ま
れ
）＝
ミ
ド
ル
層
の
回
答
で
あ
る
。
首
都
圏
全
域
で

見
る
と
い
ず
れ
の
年
代
で
も
「
キ
ナ
イ
」
は
使
わ
れ
て
い
る
。
シ
ニ
ア

層
の
「
使
用
す
る
」
の
分
布
域
は
、
先
行
調
査
の
明
治
か
ら
昭
和
の
戦

前
生
ま
れ
の
話
者
の
調
査
結
果
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
た
だ
エ
リ

ア
の
全
員
が
「
使
用
す
る
」
こ
と
は
少
な
く
、「
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」

「
聞
か
な
い
」
と
い
う
回
答
も
混
在
す
る
こ
と
か
ら
、
使
用
機
会
が
減

少
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
一
方
ミ
ド
ル
層
に
な
る
と
「
キ
ナ
イ
」
を

「
使
用
す
る
」地
域
は
北
と
東
つ
ま
り
首
都
圏
の
外
周
部
に
退
縮
す
る
。

同
時
に
「
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
も
減
少
し
て
東
京
都
と
埼
玉
県
南
部

で
は
「
聞
か
な
い
」
が
大
多
数
と
な
り
、「
キ
ナ
イ
」
は
首
都
圏
中
央

部
か
ら
姿
を
消
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　
「
キ
ナ
イ
」
は
こ
の
ま
ま
衰
退
し
続
け
る
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
そ
れ

と
は
逆
の
方
向
を
う
か
が
わ
せ
る
回
答
が
見
ら
れ
る
。
先
行
調
査
で
は

神
奈
川
県
に
は
「
キ
ナ
イ
」
の
使
用
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
今
回
の

調
査
で
は
少
数
な
が
ら
「
使
用
す
る
」
と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
。
関
東

地
方
で
近
年
、
衰
退
し
か
け
た
伝
統
的
な
地
域
方
言
が
若
年
層
を
中
心

に
再
生
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
例
と
し
て
、
推
量
・
意
志
・
勧

誘
の
助
動
詞
「
～
ベ
」
が
あ
る
。「
キ
ナ
イ
」
が
今
後
新
し
い
「
共
通

語
の
俗
語
」
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
く
か
ど
う
か
、
今
回
は
調
査
対
象

と
し
な
か
っ
た
若
年
層
で
の
使
用
状
況
を
含
め
て
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　

本
稿
はJSPS
科
研
費18H

00673

に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

 

（
日
本
語
学
）

図１　キナイ（来ない）60歳〜図２　キナイ（来ない）40〜59歳


